第18回 阪神ホームホスピスを考える会講演会
拝啓

時下、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
今般、第18回阪神ホームホスピスを考える会講演会を開催いたします。
万障お繰り合わせのうえ、ご臨席賜りますようお願い申し上げます。

敬具

2010年5月吉日
阪神ホームホスピスを考える会

記
日時
2010年7月3日 土曜日 午後4時00分～午後6時30分

会場
尼崎市中小企業センター　401会議室
尼崎市昭和通2丁目6-68 （電話06-6488-9501）
会費
無料（事前登録不要で、どなたでもご参加いただけます）

[一般講演]
在宅医療の保険診療の仕組み
司会： 尼崎・さくらいクリニック院長


桜井   隆さん

講師：　兵庫県保険医協会事務局　


都甲　克彦さん
[特別講演]
もし末期がんになったら～あなたは人生の最後をどこで迎えますか？
司会： 尼崎・医療法人裕和会長尾クリニック院長

長尾  和宏さん

講師： 奈良・ホームホスピスひばりクリニック院長　　
杉山　正智さん

お問合せ先： 塩野義製薬株式会社

担当：川上
電話 078-231-4911

共催
阪神ホームホスピスを考える会／塩野義製薬株式会社

講　演　内　容

・在宅医療の保険診療の仕組み
在宅医療は大きく分けて四つの分野に分けて考えられています。

一つ目は、酸素療法や中心静脈栄養などを活用した「患者さん自らが医療技術を用いる在宅医療」、二つ目は高齢者を対象にした「看護や介護が中心の在宅医療」、三つ目は末期がんの患者さんに対する「在宅末期医療」、4つ目はグループホームや有料老人ホームなど「施設における在宅医療」です。
これら在宅医療の考え方についてご説明いたします。
・もし末期がんになったら～あなたは人生の最後をどこで迎えますか？
日本の高齢化は急速に進んでおり、２０５５年には６５歳以上の高齢者が４５%を占める超高齢者社会となります。高齢化に伴い、がんは死亡原因の第一位で、２００７年がん死亡者数は３３.６万人、３人に1人はがんで亡くなっています。がん死は今後も増加し近い将来、病院のベット数は足りなくなり行き場を失った「がん難民」が増えることでしょう。一般国民５０００人に行った終末期医療に関する意識調査（２００４年）によると、４８%の人が「自宅療養後に必要時入院」、 １１%の人が「自宅で最期まで」と在宅療養を希望しています。しかし実際には、在宅死は６%にすぎません。なぜなのでしょうか？在宅死が１０%～３０%となるにはどうすればよいのでしょうか？最期まで自分らしく、その人らしく生き抜くことの意味をもう一度考えなおしてみませんか。
会場のご案内

尼崎市中小企業センター

兵庫県尼崎市昭和通2丁目6-68 （電話06-6488-9501）

